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1．はじめに

　日本の百貨店の革新性はヂ環境適応業」と喩えられる小売業において，需要を創造

することを目的としたマーケティングにあると指摘されている玉。このような主張に共

通するのは，次のような百貨店のサクセス・ストーリーである。日本の百貨店は，食

贔，衣服，家異，文具，化粧品など多種多様な商品を品揃えし，巧みに演出された宣

伝広告を実践することによって「流行」を作り出し，西洋風の生活スタイルを日本社

会に浸透させた。確かに明治時代以降の消費社会をみると，総合スーパーが出現する

までは，百貨店という小売業態の成長とともにその姿を変貌させてきたと言えるかも

しれない。

　しかし上記のような百貨店のサクセス・ストーリーは，日本における百貨店業態の

最初とみなされる三井呉服店の「デパートメント・ストア宣言2」を契機として展開さ

れたのだろうか。この時点を境として欧米百貨店の小売経営技術が日本の小売業経営

に導入されたと考えるのは難しい。むしろこのような技術移転は百貨店宣言以前から

継続的に行われており，段階的な試行錯誤を経て行われてきたと考えられる。

　そこで本稿では，後に百貨店経営を導入した呉服小売業者に着目し，資料に基づい

てその経営行為を分析することにより，百貨店に特徴的と醤われる「流行」の創出を

目的とするマーケティング行為が「デパートメント・ストア宣言」より以前の段階か

ら行われていたことを明らかにする。また同時に小売業における需要鰯造を目的とし

たマーケティングの意義について考察する。

1神野磁紀『趣味の誕生8；小山周三・外川洋子『デパート・スーパー』など。

2この宣言が行われたのは1905（明治38）年のことである。



2．「流行創出装置」としての新柄陳列会の始まり

　「新柄陳列会」という名称にあるように，これは呉服を品揃えする小売業者（以下，

呉服小売業3）において開催されていた。そして最初に開催したのは三井呉服店であっ

た。その後，このような「新意匠」で制作された呉服を展示し販売する店内催事の開

催は競合する呉服小売業者の間に広がり，互いに競い合って様々な名称で開催するよ

うになる。次の表1にあるように初回開催時期に違いはあれども，日本での百貨店

の生成と展開で中心的な役割を担った呉服小売業者は，いずれも新柄陳列会を店舗経

営に取り入れている。

表1　新柄陳列会の開催一覧

初回開催年 開催主体 開催名称

1901（明治34）年 三越 新柄陳列会

1904（明治37）年 松麗 新柄陳列会

1905（賜田38）年4 高島麗 衣裳好み陳列会5

1905（明治38）年 松坂麗 元禄衣装大売り出し6

1908（明治41）年 白木遷 染織競技会7

3呉服小売業者とは，絹織物を主として品揃えする小売業者を意味する。これに対して太物小売業

　者とは，綿織物・麻織物を主として最揃えする小売業者を意味する。したがって三井興服店は，

　絹織物を主として品揃えし，消費者に販売していた小売業者であった。そこで本稿では絹織物の

　流通を中心に，三井呉服店の行動を分析している。また後に百貨店となる他の小売業者も，その

　多くは，三井呉服店と同様に呉薄霧小売業者である（鈴木安昭『昭和初期の小売商問題』，p．72－73）。

4大阪高島歴40年史，p．36では「明治珊十四，五年頃には着物と帯との調灘を見せる陳列会とし

　て」衣装好み陳列会を開催したと書かれているが，同霧の年表では明治38年と記録されている

　ため，ここでは年表の記載にしたがった。

5「衣裳好み陳列会」は，高島屋で最初の新柄陳列会である。ただし高島屋は，懸賞で金国から染

　織意匠を募集するということを，三越よりも早く，すでに1894（明治27）年に行っている。し

　かしこれは，三越の新柄陳列会の販売§的と異なり，消費者に対して豊富な品揃えを提供するこ

　とを圏的とせず，染織意匠についての情報を収集することを騒的としていた。（大阪高島屋40年

　史，P35）

6このとき初めて松坂屋（当時のいとう呉服店名古屋本店）は，新設した意匠係に考案させた意匠

　を発表している。また松坂駆は1895（明治28）年に意匠部を新設している三越にくらべて，百

　貨店経営に必要なノウハウの蓄積で後れをとっていた。

？白木塵呉服店の場舎，「染織競技会」という名称のもと，複数の呉服生産者から新しい意匠を募っ

　て品評会を行っていた。この点において三井呉服店の新柄陳列会と類似していることから，これ

　を陳列会として取り上げた。また白木麗呉服店については，記録されているなかで最初の染織競

　技会を，その初圃とみなした。
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出典）白木屋『白木屋三百年史』（p，321），三越『株式会社三越85無の記録£（p34），松坂麗『新

　版二二概要3（p，76），松屋『松遷酉年史爵（p，83），高島屋『大阪高島屋40年史8（p35・36）

　表1にある呉服小売業者は，新柄陳列会を開催する以前まで，その店舗集客力を

高める販売促進手段として「売り出し」に依存していた。当時の呉服小売業者は，年

末に在庫を一掃するためであったり，呉服を仕立てる際に出る布地の端切れを処分す

るためであったり，あるいは問屋の委託により彼らの過剰在庫を処分するためであっ

たり，その動機は様々であるが価格訴求を習的とした「売り出し」を行い店舗の集客

力を高めていた。すなわち当時の呉服小売業者は，小売価格を操作することによって

競合店舗との差別化を図っていたのである8。しかし新柄陳列会の開催以降，少なくと

も表1にある呉服小売業者は，呉服の「意匠」という差別化軸で店舗集客力を高め

るようになり，その差別的優位性を高めようと競争を繰り広げるようになる。この点

で呉服小売業者における新柄陳列会の広まりは，水平的競争のレベルにおいて「価格

次元ではなく意匠という非億格次元で差溺化する」という新たな競争ルールを生み出

したと言える。

　他の条件を一定とすれば，前述した「売り出し」は価格により消費者の購買意欲を

刺激することによって消費者の買い溜めを助長し，売上高を一時的に高める効果を発

揮する。しかしこの売り上げ増大効果は，商品の物理的・精神的陳腐化の速度や保管

管理に必要な費用に対して消費者の知覚する在庫リスクの程度によって制約される。

なぜなら消費者は負担する在庫リスクが大きいと知覚するならば，たとえ低価格の商

品であろうとも購買することに対して消極的な姿勢をとるからである。さらに，この

ような傾向はリスク回避的な消費者ほど強い。しかし後述するように意匠の変化によ

る精神的陳腐化が生じにくく，商品の物理的陳腐化に対しても染め直し、洗い張り、

染み抜きなどを行い「襲用」することが一般的な呉服商品については消費者の負担す

る在庫リスク9が小さいため，この「売り出し」の効果は相対的に大きかったと推測さ

8競合店舗との差別化は，もう～つの次元でも繰り広げられていた。それは昂質の面である。しか

　し塞稿で着露する意匠による差別化は，数度行われていたとしても大きな成果を上げるに至らな

　かった。その理由は当時の制度的条件により意匠権の保護が十分ではなく，新しい意匠の所有権

　が小売業者にとって独占可能でなく，開発費用を負担するだけの戦略的価値が低かったからであ

　る。

9ここで想定している消費者の在庫リスクとは，意匠の流行の変化により所有物の舗値が失われる
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れる。とくに高額商品である絹織物を小売りする呉服小売業者では，商品の値引きに

対する消費者の価格の需要弾力性は高くなり，「売り出し」による集客の効果は高かっ

たと推測される。

　このようにして呉服小売業者は「売り出し」を利用し将来発生する呉服需要を先取

りすることによって，ある時点で発生する呉服需要の規模を一時的に増大させていた。

これに対して新柄陳列会は「売り出し」と異なる理由で消費者を購買に動機付けるこ

とにより，呉服需要を喚起していたと考えることができる。

　前掲の表1にあるように新柄陳列会を最初に開催した呉服小売業者は，三井呉服

店（現在の株式会社三越）である（豊泉益三『越後屋から三越遡，p．34）。そしてその

企画と運営において中心的役割を担ったのは，三井呉服店の改革を一任された高橋義

雄10であった。その高橋義雄は自伝『箒のあと（上）凄において次のように述べている。

資料1

「私は先年佛國置里に遊んだ時，彼の地の洋服店が，年々衣服の新型を作り，奮に巴里ば

かりでなく，將た敏沸諸國ばかりでなく，遠く米國の流行界までも，風靡する勢ある由を

聞きジ・。・」（岡書p．415畷16）

　そして高橋義雄は，この～文にある「流行」を日本国内で生み出そうとし，三井呉

服店で呉服意匠に関する専門部門を設置したり，自ら考案した「伊達模様」や「元禄

模様」などの意匠を商品化したりした。そして新柄陳列会もまた，高橋義雄のこの試

みの！つであった。そこで以下では三井呉服店を中心に新柄陳列会と呉服市場との関

係を考察する。

　ことで生じるリスクである。

10高橋義雄は，その当時，三井家より三井呉服店の経営建て直しを～任され，三井銀行から三井呉

　騒店に入店した。高橋義雄は，アメリカ留学の際にフィアデルフィアのワナメーカー菖貨店を視

　察し，百貨店経営にかんする知識をもっていた。高橋義雄は，その知識を買われて，三井呉服店

　の建て薩しを任されたのであった。
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3．新柄陳列会開催以前の呉服消費の様相

　結論から思えば新柄陳列会開催以前の呉服消費行為11は，単品レベルでの製品ライ

フサイクルを長期化する特性を備えていた。資料によれば，新柄陳列会が開催される

以前の呉服消費行為は次のような様相であった12。

資料2

　「即時13着尺の柄は現今とは雲泥の差ありて，縞と緋を中心としたる極小柄なる紋織のあり

たるのみに過ぎず。押してその縞たる千筋，呼野，大明，薩摩堅など，現今にては60歳

を過ぎた老人も用いざる位地味なるもののみにて，著き人にも縞と喬えば，配下，三三の

程度にて緋も在來の平凡なるものなりしなり。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『高島屡百年史8，P，126）

　この資料2の記述内容から，少なくとも明治34年頃までの呉服市場はわずかな種

類の地味な色柄の意匠の呉服を着用する消費者から構成されていたことが分かる。で

はなぜ，このような消費行為が一般的に浸透していたのであろうか。さらに関連する

資料を読み進めていくと，それは江戸時代に行われた制度改革の影響を色濃く反映し

ていたことが分かる。

資料3

　「もっとも明治初期には，呉服の色柄の流行も全般に地味好みであった。一

に　交　　　　覚・洋無　影差贈　　　 の申申ヨ　　　い　　　▽　蒔’　　　　　　　に車　ボ　翼

　1　・　い’一　“　　地色はねずみ，藍，茶系との単色が多く，柄も地味な縞柄か，

せいぜい松竹梅ぐらいが中心となっていた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『株式会社そごう社史8，p．47，下線筆者）

11本稿では興服消費行為を購買から廃棄までのプロセスで考える。また購買行動は購買意思決定と

　購買行為を包括する概念とする。

12新柄陳列会の鍛初の開催は，1901（明治32）年である。そこで以下は，それ以前の呉服市場に

　ついての記録をとりあげている。

13資料の内容から読みとると，この「当時」とは開治24年から明治35年までの呉服消費の様子

　を指している。

”
り



　この記述内容から「二二禁令14」という制度的要因が，施行された江戸時代から引

き続き明治初期の呉服消費行為に影響を及ぼし続け，資料にあるように「限られた種

類の色柄を好んで消費する」という一般的な傾向を生み出していたことが分かる。さ

らに当時の呉服消費には次のような特徴があった。

資料4

　「璽着と冬着とに格別の差違なく，妙齢の令嬢と中年の婦人とが，ほとんど同様の裾模様

を用いるのみか，…　　。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋義雄『箒のあと（上）8，pp．259－260）

　この資料からは次のような呉服消費の特徴を読みとることができる。第一に「季節

ごとに異なる意匠の呉服を着用する」という消費行為は，当時の呉服消費者に広く浸

透するほど一般的な消費行為ではなかった。当時の呉服市場では，現在のように春夏

物，あるいは秋冬物というように意匠を季節ごとに変えて，呉服を着用することは稀

であった。また資料4によれば年齢という個人属性で呉服消費行為を比較してみて

も，着用する呉服の意匠には年齢間での違いがなかったようである。

　とくに次の点は新柄陳列会開催当時の呉服消費行為を考察する上で重要である。資

料4によれば当蒔の女性たちは，その年齢にかかわりなく，ほとんど同じような意

匠の呉服を身につけていたことになる。したがって購買行為の点からみた場合，加齢

にともなう嗜好の変化を契機として発生する買い換え需要は比較的ノ」、規模であったと

考えられる。また購入された呉服は，その耐用年数が終わりを迎えて物理的に陳腐化

するまで使用され続けていたと考えられる。言い換えるならば当時の呉服消費行為に

は，咽季」という一年を単位とした四半期ごとの変化だけではなく，「加齢」という

消費者のライフサイクルを通じた段階的な嗜好の変化さえも反映されていなかったの

である。さらに当時の呉服消費は1人の消費者のライフサイクルを越えて，複数の「世

14呉服小売業者に対して，奮1多禁令の及ぼした影響については，豊泉益三『越後屋から三越占，あ

　るいは『白木歴三百年史』（pp．！67・200）などに詳しく記されている。とくに『白木麗三百年史』

　の記述からは町人文化の繁栄とともに呉脹1」、売業が成長したことを知ることができる。
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代」間で継続する側面を備えていた。

資料5

　「祖母の著た着物を，孫娘が襲用する場台さへある我国などの…」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋義雄『箒のあと（上）8，p．445－446）

　この資料5のように呉服の消費行為には「襲用」という特性があった。この特性

により呉服は，祖母から母，そして孫の3世代にわたって消費され続けていたようで

ある。とくに「襲用」という消費行為は高額な呉服商品においてほど顕著であったと

考えられる。

　以上の点を踏まえて三井呉服店をはじめとする「大店」が高級呉服を主に小売して

いたことを考えるならば，ここまでの呉服消費に関する考察を次のようにまとめるこ

とができる。

1．　消費行為として顕在化された消費者の意匠に対するニーズはわずかな多様

　　性しか備えていなかった。

2．消費行為として顕在化された消費者の意匠に対するニーズは「四季」，「世

　　代」において岡質的であった。

3．消費行為として顕在化された消費者の意匠に対するニーズは「襲用」を認め

　　るほど変化の少ないものであった。

　上記の呉服市場の特性を図に整理してみよう。矢印は因果関係の方向，その記号は

2っの変数闘の関係を表しており，＋記号は同方向ヘー記号は反対方向への変化を意

味する。



図1　呉服消費行動の特性と呉服市場の関係
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　まず当時の呉服市場の特性として，F呉服消費行為の共時的な多様性」の程度が低い

という点をあげることができる。ある一時点で呉服市場を構成する消費者の消費行為

を観察した場合，その着解する呉服の意匠において消費者間での差違が小さいのであ

る。このような特性が市場に現れるということは，「個々人の嗜好の違いを反映する形

で意匠を選択し呉服を消費する」という一連の消費行為が一般的ではなく，呉服市場

全体が消費される意匠において同質的であったということを意味している。

　次に当時の呉服市場の特性として，「呉服消費行為の通時的な多様性」の低さをあげ

ることができる。すなわちある空間で複数時点間での呉服市場における消費者の消費

行為を観察した甲子，その着用する呉服の意匠において時点闘での差違が小さいので

ある。これは以下にあげる2つのことから考えることができる。第1に「四季」や「世

代」を1つの期間とみなした場合，その時点闇での差違が小さい。すなわち消費者は

「四季」やヂ世代」の移り変わりとともに，それに合わせて意匠を選択して着用する

呉服を変えるという消費行為をとっていなかったのである。第2に「襲用」という言

葉に代表されるように「世代」を一つの時間単位とみなした場合，その時間単位間で

の差違が小さい。すなわち消費者は複数の「世代」にわたって，一商品としての呉服

を消費し続けていたのである。前述したように「襲用」は高級な呉服においてほど顕

著な消費行為であり，このような消費行為は消費者の意図的な努力によって物理的陳

腐化の速度を低め，商品レベルでの製品ライフサイクルを延長することでもある。し

たがって当時の呉服市場は，意匠の嗜好において時闇的な視点からみた市場セグメン
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トの構成に変化が少なかったと考えられるのである。

4．新柄陳列会の再購買促進効果と呉服市場規模の拡大

　三井呉服店をはじめとして開催された新柄陳列会が，呉服市場にどのような影響を

及ぼしうるものであったのか。この問題を反復購買モデル15に基づいて考察しよう（田

村，1972）。反復購買モデルの特徴は，消費者の購買パターンが市場規模に及ぼす影

響を分析する際に反復購買の影響を考慮する点にある。たとえば耐久消費財での新製

品における将来的な市場規模は，初期購買段階にある消費者数の時系列的変化を予測

することによって推定することができる。しかし同一期間のもとで非耐久消費財での

新製品について，その将来的な市場規模を推定するためには，初期購買にあたる消費

者数の時系列的変化を予測するだけでは精度の高い推定とならない。なぜなら非耐久

消費財の将来的な市場規模は，初期購買に続く反復購買の頻度により受ける影響が大

きいからである。したがって反復購買頻度を高めることによる将来的な市場規模の変

化を考察する際には，次に述べるような反復購買モデルがむしろ有効となる。

　ある晶晶（Tから丁縫）を想定し，その期間内での消費者の反復購買の変化が将来

の丁報時点の市場規模に及ぼす影響について考察してみよう。この期間内で生成する

市場規模をStとし，この期間内における購買者烹人あたりの平均購買額をSFtとし，

期間内での購買i回目（1≦i≦n；整数値）の購買者数をN茸とする。このときの市場

規模Stは次の数式として表すことができる。

数式1

　　　　ノま
3、一5・、Σ焼

　　　　1

　たとえば製品に対して行われる「モデルチェンジ」や「バージョンアップ」，または

「シリーズ化」などは，消費者の反復購買回数を増大させることを目的としており，

この数式1における珍問畠中での最大反復購買数nの増大として表れる。このよう

15ここの議論は田村（1972）に掲翼翼されているKotler（19賢）のモデルに依拠している（固書，

　210・282）。
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な反復購買回数の増大を目的としたマーケティング戦略は，顧客！人あたり平均購買

単価の低い商品であっても，期間丁内での市場規模を拡大する効果を発揮する。また

異なる複数の市場セグメントを標的とした製品バリエーションの増大は，消費者の購

買時点における支出額の増大を圏的としており，この数式1における購買者数Nの

増大を意味している。たとえばシャンプーや整髪料などの旅行携帯用商品，髪質や一

山ごとの専用商品はこの一例である。

　前述したように反復購買モデルは，購買対象となる財の耐久性の違いを反映した購

買行動パターンを考慮して構築されている16。本稿で取り土げた新柄陳列会は，呉服

の意匠における「新作」を消費者に対して年2回定期的に公開し，さらにその新意匠

の呉服を小売販売するものであった。すなわち新柄陳列会は呉服商品における意匠の

「モデルチェンジ」を広告し，その関連商品を販売促進するマーケティング活動なの

である。この点から新柄陳列会を考察すると，それは呉服の精神的陳腐化を促進する

ために小売業者が行ったマーケティング戦略とみることができ，呉服市場に及ぼしう

る影響力を次のように考えることができる。

　先述の反復購買モデルにもとづいて2つの視点から新柄陳列会のマーケティング効

果を考えてみる。1つは各時点での購買者数Nitの大きさであり，もう一つは最大反

復購買回数nの大きさである。各関連資料からまとめたように新柄陳列会の開催当初，

呉服市場は共時的かつ通時的にみて多様性の小さな消費行為を基盤として形成されて

いた。その当時の消費者は季節や世代に関わりなく同じような意匠の呉服を着用する

のみならず，複数の世代にわたり同じ意匠の呉服を「襲用」することさえあった。ま

たこのような消費行為が一般的な状況での呉服の反復購買とは，武家や商家などの流

れを汲む高所得者層，明治政府高官などの特権階級麟に限られた購買行為でしがなか

った。多くの一般庶民が呉服を購入するのは，婚礼衣装などの機会であり，その一生

涯にわずかな回数でしがなかった。このような構造的特性を持つ呉服市場に対して三

井呉服店は新柄陳列会を開催して呉服消費の共時的かつ通時的な多様性を大きくし，

一部の購買層や特定の機会に限定された呉服の購買機会を拡大しようとみることがで

きる。これは数式1のNitとnに置き換えるならば，新柄陳列会開催を前後とする

16ただしこのモデルは物理的陳腐化による非耐久性を想定している。しかし財の陳腐化には，色や

　デザインなどのように耐久性以外の属性における精神的陳腐化もあり，これに動機づけられた反

　復購買も想定することができる。
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各変数の大小関係が，次のように変化することを意図していたと解釈することができ

る。

数式2

2＞5〈N3，殺f〈イ

　数式2は新柄陳列会開催以前をa，新柄陳列会開催以後をbとして上繭し，新柄陳

列会開催前後で将来的な呉服市場の規模に影響を及ぼす要困の変化を表している。新

柄陳列会で制作される新意匠は，その開催時点において種類が豊富であり，また開催

時点ごとに更新されていく。このような意匠における新出交代は，呉服商品の精神的

陳腐化を促進し，季節ごと・世代ごとに呉服を買い換えることを消費者に学習させる

ことになる。各新柄陳列会における呉服購買者数をN，新柄陳列会の開催回数をnと

すれば，三井呉服店が年2回定期的に新柄陳列会を開催し，そのたびに新意匠の呉服

を陳列し販売していたことに照らし合わせると，新柄陳列会は数式2のような大小

関係を作り出すことにより将来的な市場規模を拡大する可能性を持っていたと考える

ことができる。

5．小売業者による情報懸隔の創出

　前述したように新柄陳列会は呉服市場の規模拡大を導きうるものであり，その開催

の継続性から呉服店経営における有効なマーケティング戦略の1つであったと考えら

れる。

　しかし新柄陳列会は，呉服市場の規模を拡大するというメリットをともなう一方で，

そのデメリットとして製品陳腐化の新たな要因を生みだし，結果的に商品の販売リス

クを大きくする可能性を高める。なぜならこれまで物理的陳腐化のみによって規定さ

れていた販売リスクの程度が，新柄陳列会開催における新意匠の更新により商贔の精

神的陳腐化が生じるからである。ではこの精神的陳腐化による販売リスクの増大に対

して，三井呉服店はどのように対処したのであろうか。以下，この問題に焦点を当て

て関連資料を考察する。
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5－1，新意匠の開発専門組織

　三井呉服店は，新柄陳列会を開催するたびに新意匠で制作された呉服を展示してい

た（『株式会社三越85年目記録2，p．34）。そしてそれらの新意匠の考案は次の3っの

主体に依存していた。それらは三井呉服店に帰属する商談会，全国各地に散在する呉

服生産者，そして書家や画家をはじめとする一般芸術家である。

図2　新意匠の考案体制

組織外部　　　　　　　　組織内部

ﾔ臓郡　　　　　　　販毘部　　　　　　娃入部

商談会 ［垂壷］　一・・醗

薪選匠の供給

、拶

出典）資料をもとに筆者作成

　新柄陳列会で新意匠の考案に携わった主体には，それぞれ次のような特徴がある。

まず商談会は，三井呉服店の独自商品を開発するという明確な目的のもとで結成され

た内部組織である17。この商談会は，1900（明治33）年3月に初会が開催され，その

後，月に一度のペースで継続的に開催されている。商談会は三井呉服店の内部組織で

ある意匠部の代表者に，販売業務を担当する販売部門と仕入業務を担当する仕入部門

の各代表者を構成メンバーとして結成されており，部門横断的に組織された「意匠の

研究会」であった（『株式会社三越85年の記録譲，茎）．34）。

　次に新柄陳列会で展示される新意匠には商談会により考案された意匠に加えて，全

17すなわち商談会は，現在で言うところの，三井呉服店のPB商品を開発するという目的で結成さ

　れた。
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国各地の呉服生産者により考案された意匠も含まれていた。この呉服生産者の参加に

は，当時の三井呉服店理事18であった高橋義雄による積極的な働きかけがあった。高

橋義雄は，新柄陳列会開催に先立って近畿地方と東北・北陸地方の機業地を訪問して

いる。その際に高橋義雄は，三井呉服店で開催する新柄陳列会に新意匠の呉服を出品

するように，訪言忌の呉服生産者を説得していた（中村利器太郎解私より見たる三越

回顧録』；高橋義雄『箒のあと（上）ゆ。この説得活動の成果として新意匠が全国各地

の呉服生産者から三井呉服店に寄せられることになった（豊泉益三『越後屋より三越』，

P．34）。

　さらに三井呉服店は，三井呉服店と雇用関係や取引関係にない一般芸術家（書家や

画家）に対しても働きかけ，新柄陳列会で展示する新意匠を募集した。この募集のた

めに三井呉服店のとった行動とは，1899（明治32）年8月における第1回懸賞図案

募集である（豊泉益三『越後屋より三越』，p．59）。これは応募作品に懸賞をかけるこ

とで広く一般からも新意匠を募集するための方策であった。

　このようにして三井呉服店は自ら働きかけて薪意匠に関する二品の創造と収集に

あたっていた。さらに情報の創造については，商談会にみられるように専門組織を内

部に設置することで直接的に関与していた。このようにして三井呉服店は生産段階に

散在する意匠情報を品揃え物として縮約するのではなく，自ら考案したり他者に考案

させたりすることで意匠情報を作り出していたとも雷える。この意味で意匠を1っの

情報とすれば，その創造段階において小売業者である三井呉服店がその情報内容をコ

ントロールできる立場にあったと考えることができる。

　しかし意匠情報の創造段階で情報内容をコントロールできたとしても，どのような

新意匠が消費者に受け入れられ，消費の対象となるかをコントロールすることはでき

ない。すなわち消費行為の方向性を決定づけることはできないのである。そのような

決定力を三井呉服店が持つためには創出および収集された意匠情報に対して何らかの

ド重み付け」が必要となる。さらにその重み付けが，消費者の購買意思決定に対して

影響力を持つものでなければならない。このような影響力を発揮できたとき，三井呉

服店により需要創造のマーケティングが行われたと言えよう。次に取り上げる「審査

会」は，このような影響力を売り手である三井呉服店に与える機会であった。

18三井呉服店における理事とは，呉服店経営における最高経営責任者である。
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5－2．「審査会」を通じた意匠情報のコントロール

　このように商談会，呉服生産者，～般芸術家により集められた新意匠に対して，三

井呉服店はただ単に展示するのではなく，展示品に対して審査を行うことによって，

その優劣を競わせていた（神野『趣味の誕生』，p．75）。このことは商品の売り手とな

る三井呉服店にとって，その販売戦略上，重要な意味を持っていたと考えられる。

　小売業者の担う流通機能の一つとして，生産者と消費者の情報懸隔を埋め含わせる

情報縮約機能がある。すなわち小売業者は，その品揃え物を形成する活動やその他の

小売活動を通じて，生産者と消費者における取引情報の非対称性を低め，取引を円滑

化する機能を遂行している。この場合，小売業者の形成する品揃え物は，ある漏話内

に生産されている生産物に関しての情報の集金である。そのため消費者は，小売業者

の贔揃え物を通じて，ある期間内で購買可能な生産物についての情報を手に入れるこ

とができる。また小売業者の品揃え物は，消費者の購買結果を反映した小売業者の仕

入行動により逐次的に変化する。それゆえに小売業者の品揃え物は，生産者にとって

ある期間内に需要される生産物についての情報の集合となる。

　このような情報縮約機能に着目すると，三井呉服店は消費者の呉服小売業者に対す

る高い情報依存度を基盤とし，新柄陳列会での審査行為により消費者の購買行動に対

して統制力を発揮していたと考えることができる。ちなみにこのような統制力は，呉

服小売店での日常の販売活動においてすでに発揮されていた。たとえば新柄陳列会が

行われる以前，呉服小売業者では，「座り売り」が一般的な商品販売方法として採用さ

れていた。この「座り売り」という販売方法は，次のような販売方法であった。

資料6

　「座売りというのは，店に来た客が番頭と相対して坐り，番頭の持ってくる呉服反物を手

にして品定めを行い，購買する方法で極めて非能率的なものであった。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『白木膣三百年史』，pp287－288）

　この資料6から呉服小売業者の贔揃え物について次のことが分かる。この当時の

呉服小売業者はまだ陳列販売をしていないため，在庫している全ての商品の実物を展
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示して販売してはいなかった19。すなわち小売店舗で顧客の接する品揃え物とは，そ

の小売業者の店頭に陳列された品揃え物ではなく，接客にあたる販売担当者（番頭）

の想起する商品の集合なのである。したがって消費者は，呉服小売業者の店頭に出か

けても，その小売店舗で在庫し販売可能な全ての商品について情報を得ることはでき

ない。どのような商品を在庫しているのかを知るためには，自分の接客を担当する番

頭との交渉を通じて在庫された商晶に関する情報を引き出さなければならない。加え

て消費者は他の番頭とも交渉しなければならない。なぜなら接客を担当する番頭は商

品在庫情報をすべて等しい内容で想起できないからである。

図3　販売担当者と顧客における商品情報の伝達関係

商品在曄　合

　　団　　．

団　　・
　　　　　　　　a　　　　a a

　　　　　a

団・

想起集合

販売担当者 販売担当者 飯売二四餐

＼　　　交渉蘭係
頽客

出典）纂者作成

　顧客として店頭を訪れる消費者は，まず接客を担当する「番頭」と出会い，番頭と

の対話を通じて希望する取引条件（予算，色柄や型押，素材など）を彼に伝えること

になる。そして番頭は知識と経験に基づく自分の判断基準にしたがって，顧客から提

19三井呉服店が陳列販売の外耳であるが，その三井呉服店でも陳列販売を本格的に行ったのは

　1895（明治28）年である。ただ1901（明治34）年，この謡初の新柄陳列会開催当時では、まだ

　座り売り販売が主流であった。たとえば三越にならぶ呉澱店白木屋は1903（明治36）年に座り

　売りを廃止した。さらに高島屋は1907（明治40）年になって陳列販売を行うようになった。こ

　のように「座り売り」は薪柄陳列会当時でも一般的な小売販売の様式であった。
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示された条件に適した商品集含を想起して，その想起集合の中からいくつかの候補と

なる商品を選び出す。次に番頭は小僧に倉から商品を店内に運び込ませて，相対して

いる顧客に実物としての商品を見せるのである20。

資料7

　「番頭受持の売場が牽一カ所あり，来客が馴染みの番頭を見掛けて注文を出せば，番頭は

居ながら大きな声を発して，小僧や何々を持って来いと命令し，小僧が其の声に応じて倉

庫より強物を四角な平板の上に載せて売場へ持ち出せば，番頭は之を受け取って顧客に示

す手順であるが，紺暖簾に依りて店内を薄暗く為し置くのは，品物の見得をよくする為め

だと言う。又成るべく少なく品物を出して客を満足せしむるのが，番頭の秘脅だと言う事

で，…　　。」2ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋義雄『箒のあと（上）』，p253）

　このような番頭による販売活動が当時一般的であったことから，顧客との取引にお

いて呉服小売業者による情報操作性は高かったと考えられる。顧客の購買意思決定に

及ぼす影響との関連性でいえば，その操作性においては次の2点が重要である。

1．　品揃え物構成の操作性

2．　交渉条件における操作性

　第！に呉服小売業者は品揃え物の構成内容を操作することができる。消費者は店舗

に在庫されている全ての商品から，小売業者の痴話を受けることなく自由に選ぶこと

はできない。販売担当者である番頭に求める商品の条件を伝えて，その提案される内

容を検討し購買意志決定をするに過ぎない。言い換えるならば呉服小売業者のもとを

訪れる消費考にとっての品揃え物とは，その店舗に在庫されている商品の全集合では

なく，販売担当者である番頭の想起集合なのである。さらに番頭がどのような想起集

合を形成し，どのような提案を行うのかは，彼の商品知識や在庫知識に大きく依存す

2。この運び出しの際には，「符Tjという顧客に意昧の分からない言葉を使用していた。

21高橋義雄は，この売り方を「帳場座売法」と呼んでいる（同書，p．258）
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る。経験豊富な番頭であれば，想起集合は店舗の商品在庫集合に近似するであろうし，

経験に基づく選択により短時間で顧客の求める条件を満たす商品を提案することもで

きるであろう。このように販売担当者である番頭の商品知識における完全性の程度や

情報処理能力の程度が，顧客の購買結果に影響を及ぼすことになる。

　第2に呉服小売業者は交渉条件を操作できると考えられる。消費者の購買意志決定

のプロセスを考えると，購買選択肢を構成する品揃え物が分からないという状況下で

は，比較する対象についての情報が少ないために比較購買は難しい。全ての選択肢が

品揃えとして提示されているならば，ある基準に従って優先順位を決め，1つの選択

肢を決定することができる。しかし全ての選択肢が予め分からない場合，提案される

1っ1っの内容を比較することになる。この場金，取引交渉という点で，提案の順番

と提案の終了を誰が決定するのかが重要となる。当時の呉服小売販売では，この決定

権を販売担当者である番頭が握っていた。そのため番頭は，ある商品を売り込むため

に意図的に薦める商品の順番を操作したり，ある商品をないと偽ったりして目的とす

る商贔を購買するように顧客を誘導することもできた。また価格についても，商品知

識の乏しい顧客に対しては機会主義的に高く設定して販売することすらあったのであ

る。

　このように呉服小売業者と消費者との問には，個々の商品に関する情報（品質や価

格）のみならず小売店舗の品揃え物に関する情報（在庫している種類や数量）におい

てさえも非対称性が存在していたのである。そして当時の消費者は，前述した「座り

売り22」という呉服の販売方法にみられるように，呉服小売業者（番頭）の商品知識

や品揃え知識に依存して商品を購買していたのである。

　小売業者と消費者における情報の非対称性が大きいほど，消費者は購買意思決定に

おいて小売業者への依存度を高めることになる。その一方の小売業者は，この依存関

係において販売活動を有利に行うことができる。すなわち当時の消費者は，呉服商品

に関する情報において呉服小売業者に依存する関係にあり，その購買意志決定に呉服

小売業者の及ぼす影響は多大であったと考えられる。

　なお新柄陳列会において三井呉服店によって高く評価された新意匠ほど，三井呉服

22「座り売り」という販売方法は，次のような販売方法である。「座売りというのは，店に来た客

　が番頭と相対して坐り，番頭の持ってくる呉服反物を手にして贔定めを行い，購買する方法で極

　めて非能率的なものであった。」（『白木麗三百年史』，1）p．287－288）。
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店番頭の商品知識や品揃えする呉服商品の品質に対する社会的信頼を背景として，消

費者の情報依存度の高いことを背景に，多くの顧客の購買意思決定において高い優先

順位を与えられる傾向があったと推測される。このことは三井呉服店による消費者の

購買意思決定のコントロールカを高めることに他ならない。

6．まとめ

　本稿では臼本の百貨店に求められてきた革：新性について，とくに「需要創造」とい

う側面について議論を重ねてきた。その議論により次の点が明らかにされた。第1に

「新たな需要を作り出す」という意味でのマーケティングは，欧米百貨店の視察経験

をもとに百貨店宣言以前における呉服店経営時代においても行われていた。第2に小

売業におけるマーケティングとは，自ら流通懸隔を顕在化すると同時に自ら架橋する

こととして捉えることができる。

　とくに第2の視点から捉えたマーケティングは，新たな流通懸隔を顕在化させ，そ

の顕在化とともに生じる販売リスクを分散したり，吸収したりすることで収益機会を

作り出すことに，小売業にとってのマーケティングの意義があることを見いだせる。

この意味で業態革新を捉えるならば，新たな流通懸隔を顕在化させ，その架橋を革新

的な技術や経営手法により行うことで，同時に生じる販売リスクを上回る利益機会を

作り出すこととみることもできる。
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